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あわらのふだんのくらしのしあわせを届ける広報誌

あ わら
社　協
だ より

表紙の写真

北潟東花の会と
北潟小学校４年生のみなさん

北潟小学校４年生が、福祉教育の一環で地域の
ボランティア活動体験を行いました。ご協力い
ただいたのは、北潟東花の会のみなさん。区内
にある花壇の植え替えを一緒に行いました。

インスタグラムもあわせてご覧ください▶〉〉〉

笑顔が花咲くまちづくり



買いすぎたカップ麺、食べないけど捨てるにはもったいない贈り物…

　家庭で余っている食品を持ち寄り、生活に困って
いる世帯や子ども食堂などに寄付する活動です。
　あわら市社協では、これまで多くの方から食品の
寄付をいただき、困っている方への支援を行ってき
ました。食品を届けた方からは「助かっています」
「ありがとうございます」という声をいただいてい
ます。
　フードドライブは「もったいない」を「ありがと
う」に変える、誰でも気軽にできる支え合いの取り
組みです。ぜひこの機会にご協力ください。

ご要望が多い食べ物

・カップ麺　・レトルト食品

・缶詰　　　・インスタント食品

※いずれも賞味期限が１か月以上
　残っている食品。開封しているも
　のや生鮮食品はご遠慮ください。

令 和 5 年 度
フ ー ド ド ラ イ ブ の ご 報 告た く さ ん の 方 に お 渡 し で き ま し た ！

　生活にお困りの方や、市内のこども食堂、令和６年能登半島地震で被災さ

れた方などに提供させていただきました。お渡しした方からたくさんの感謝

の言葉をいただいています。

　ご寄付いただいたみなさまのおかげです。誠にありがとうございました。

　この活動が広く地域に広がるように、これからも活動をすすめていきます。

5月16日 あわら市商工会女性部様からご寄付いただきました。

食料のご寄付に
ご協力ください！

食料の寄付（フードドライブ）とは？

日時

場所

2024年

8月 31日（土）９：30～11：40

※第21回あわら市社会福祉大会フードドライブコーナーにて
※社協事務所では、平日毎日受け付けています。
　皆さまのご寄付を心よりお待ちしております。

あわら市 中央公民館

食 品 提 供 数 合計　１,８９４ 点
コ メ 提 供 量 合計　　 ７００ ㎏
食料提供回数 延べ　　 １６８ 回
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講師　池上　正樹 氏
ジャーナリスト
特定非営利活動法人・ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会副理事長

講演

「あわらの人に知ってほしい
　ひきこもりの人のサポートとは」

　28年前から「ひきこもり」関係の取材を続け、数千人のひきこもりの人たちの話を聞いてきた。現在、岐阜市ひきこ

もり支援連携会議座長、江戸川区ひきこもり支援協議会副座長、港区ひきこもり協議会委員、掛川市ひきこもり対

策協議会アドバイザー、厚労省ひきこもりに関する地域社会に向けた広報事業企画検討委員等を務める。ＮＨＫ

『クローズアップ現代＋』『あさイチ』をはじめ、テレビやラジオにも多数出演。著書は『ルポ「８０５０問題」～高齢

親子“ひきこもり死”の現場から』『ルポひきこもり未満』『大人のひきこもり』『ひきこもる女性たち』など多数。最

近、ひきこもりの人たちと一緒にYouTube動画【池上正樹の放浪記】を始めた。

【主催】 （福）あわら市社会福祉協議会

【後援予定】 あわら市、あわら市教育委員会、（福）福井県社会福祉協議会、（株）福井新聞社
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① 介護保険収入 486,065
② 措置費収入 97,542

③ 受託金収入、基金取崩収入など 66,728
④ 前期繰越活動増減差額 155,381
合　計 805,716

（単位：千円）
① 人件費支出 463,231
② 事業費支出 106,039
③ 事務費支出 105,037

④ その他の支出 4,394
⑤ 拠点区分館繰入金支出 18,112
⑥ 次期繰越活動増減差額 108,903
合　計 805,716

（単位：千円）

　前年度までは施設内での新型コロナウイルス感染症の流行を最小限に抑え
てきましたが、今年度は各部署で変異型ウイルスによる感染者が発生し、一
部の事業を休業して人員を確保せざるを得ない状況になりました。また、物価
高騰の影響で燃料費や老朽備品の更新など、施設管理費にかかる経費が大き
く増加しました。

金津雲雀ヶ丘寮部門

収 入 支 出

安定的サービス提供が困難に

かいご  を支える３つの事業

1

　ハローワークでの求人以外に
就職説明会や専門学校・高校へ
の募集活動を強化しましたが、
採用は困難を極め職員の減少に
歯止めがかかりませんでした。
　これにより入所者の新規受け
入れが進まず、新規利用者の高
齢化・重度化もあり入院患者が
多数出た影響で大幅な赤字を計
上する結果となりました。

人手不足による経営悪化
不測の事態への備え

2

　新型コロナウイルス等の感染
症発生時及び自然災害発生時に
おける事業継続計画（ＢＣＰ）を
策定し、各部署における対応を
共有することができました。
　また新型インフルエンザなど
新たな感染症のまん延を見据え、
感染症対応の経験を活かした事
業継続計画の見直しや訓練計画
の策定に取り組みました。

BCPの改訂
業務効率化の推進

3

　人員不足が深刻な問題となる
中で、業務負担の軽減と効率化
を図るため、構内の通信設備を
増強し、通信端末の増設に対応
できる基盤を整えました。
　令和６年度も引き続き通信端
末の増設やシステムの改良をす
すめ、省力化・効率化を推進して
まいります。

ICTの活用

　より詳しい事業報告
と決算を知りたい方は
本会ホームページに掲
載していますので、そ
ちらをご覧ください。
下の二次元コードから
読み取れます。

⑥2.3%
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地域のつながりをつくるために

令和５年度

事
業
報
告

決
算

　あわら市社会福祉協議会は、いきいきテラスいちひめ内に事務局を置く法人本部（主に地域福
祉事業）と、あわら市から指定管理者として指定を受けて運営する金津雲雀ヶ丘寮（主に介護保
険事業）の２つの事業所で事業を行っています。本誌では、皆さまにそれぞれの事業内容をより
知っていただくため、部門ごとに事業報告と決算を掲載いたします。

　新型コロナウイルス感染症の影響により生じた、地域のつながりの希薄化や収
入減少による生活困窮世帯の増加などの課題に対応するため、地域ごとの活動支
援や生活の立て直しに向けた相談支援に取り組みました。

法人本部事業所

ふくし  を支える３つの事業

1

　コロナ禍で弱くなった住民同
士のネットワークを再構築する
ため、地区別福祉懇談会や福祉
推進員交流会等を開催し、地域
のつながりづくりの必要性につ
いて啓発を行いました。また、各
行政区が主催する福祉委員会や
サロン活動への助成を行い、未
実施区には説明会を開催するな
ど、住民への働きかけを行いま
した。

地域住民活動への支援

収 入 支 出

多様な相談に対応するために
2

　コロナ禍の収束により経済が
回復に向かう一方で、物価の高
騰による負担増に賃金の上昇が
追いつかず、国民生活は厳しさ
を増しています。
　緊急小口資金特例貸付事業は
順次償還が始まり、困窮状態か
ら抜け出せない人や新たな相談
に訪れた人に対し、各種相談事
業や給付事業を活用し、関係機
関と連携して支援を行いました。

相談支援体制の強化
事業増加に備えて

3

　新たに採用した事務系職員を
中心に、外部研修を活用し職員
のスキルアップに努めました。
　また、いきいきテラスいちひめ
は６月から感染症対策の制限を
解除し、カフェや新規講座を開
催し利用拡大に努めました。
　このほか能登半島地震で被災
した輪島市社協を支援するため、
職員２人を派遣し延べ13日間に
わたり業務支援にあたりました。

人材開発と懸案対応

① 会費収入 5,584
② 補助金収入 31,697
③ 受託金収入 68,810
④ 共同募金配分金収入 6,206

⑤ その他の収入 3,366
⑥ 拠点区分間繰入金収入 18,112
⑦ 前期繰越活動収支差額 18,410
合　計 152,185

（単位：千円）
① 人件費支出 99,945
② 事業費支出 6,311
③ 事務費支出  12,054

④ 助成金支出 4,903
⑤ その他の支出 2,717
⑥ 次期繰越活動増減差額 26,255
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① 介護保険収入 486,065
② 措置費収入 97,542

③ 受託金収入、基金取崩収入など 66,728
④ 前期繰越活動増減差額 155,381
合　計 805,716

（単位：千円）
① 人件費支出 463,231
② 事業費支出 106,039
③ 事務費支出 105,037

④ その他の支出 4,394
⑤ 拠点区分館繰入金支出 18,112
⑥ 次期繰越活動増減差額 108,903
合　計 805,716

（単位：千円）

　前年度までは施設内での新型コロナウイルス感染症の流行を最小限に抑え
てきましたが、今年度は各部署で変異型ウイルスによる感染者が発生し、一
部の事業を休業して人員を確保せざるを得ない状況になりました。また、物価
高騰の影響で燃料費や老朽備品の更新など、施設管理費にかかる経費が大き
く増加しました。

金津雲雀ヶ丘寮部門

収 入 支 出

安定的サービス提供が困難に

かいご  を支える３つの事業

1

　ハローワークでの求人以外に
就職説明会や専門学校・高校へ
の募集活動を強化しましたが、
採用は困難を極め職員の減少に
歯止めがかかりませんでした。
　これにより入所者の新規受け
入れが進まず、新規利用者の高
齢化・重度化もあり入院患者が
多数出た影響で大幅な赤字を計
上する結果となりました。

人手不足による経営悪化
不測の事態への備え

2

　新型コロナウイルス等の感染
症発生時及び自然災害発生時に
おける事業継続計画（ＢＣＰ）を
策定し、各部署における対応を
共有することができました。
　また新型インフルエンザなど
新たな感染症のまん延を見据え、
感染症対応の経験を活かした事
業継続計画の見直しや訓練計画
の策定に取り組みました。

BCPの改訂
業務効率化の推進

3

　人員不足が深刻な問題となる
中で、業務負担の軽減と効率化
を図るため、構内の通信設備を
増強し、通信端末の増設に対応
できる基盤を整えました。
　令和６年度も引き続き通信端
末の増設やシステムの改良をす
すめ、省力化・効率化を推進して
まいります。

ICTの活用

　より詳しい事業報告
と決算を知りたい方は
本会ホームページに掲
載していますので、そ
ちらをご覧ください。
下の二次元コードから
読み取れます。

⑥2.3%
④

19.3%
④0.5%

③
8.3%

⑦
13.5%

①
57.5%

②
13.2%

③
13.0%

①
60.3%②

12.1%

地域のつながりをつくるために

令和５年度

事
業
報
告

決
算

　あわら市社会福祉協議会は、いきいきテラスいちひめ内に事務局を置く法人本部（主に地域福
祉事業）と、あわら市から指定管理者として指定を受けて運営する金津雲雀ヶ丘寮（主に介護保
険事業）の２つの事業所で事業を行っています。本誌では、皆さまにそれぞれの事業内容をより
知っていただくため、部門ごとに事業報告と決算を掲載いたします。

　新型コロナウイルス感染症の影響により生じた、地域のつながりの希薄化や収
入減少による生活困窮世帯の増加などの課題に対応するため、地域ごとの活動支
援や生活の立て直しに向けた相談支援に取り組みました。

法人本部事業所

ふくし  を支える３つの事業

1

　コロナ禍で弱くなった住民同
士のネットワークを再構築する
ため、地区別福祉懇談会や福祉
推進員交流会等を開催し、地域
のつながりづくりの必要性につ
いて啓発を行いました。また、各
行政区が主催する福祉委員会や
サロン活動への助成を行い、未
実施区には説明会を開催するな
ど、住民への働きかけを行いま
した。

地域住民活動への支援

収 入 支 出

多様な相談に対応するために
2

　コロナ禍の収束により経済が
回復に向かう一方で、物価の高
騰による負担増に賃金の上昇が
追いつかず、国民生活は厳しさ
を増しています。
　緊急小口資金特例貸付事業は
順次償還が始まり、困窮状態か
ら抜け出せない人や新たな相談
に訪れた人に対し、各種相談事
業や給付事業を活用し、関係機
関と連携して支援を行いました。

相談支援体制の強化
事業増加に備えて

3

　新たに採用した事務系職員を
中心に、外部研修を活用し職員
のスキルアップに努めました。
　また、いきいきテラスいちひめ
は６月から感染症対策の制限を
解除し、カフェや新規講座を開
催し利用拡大に努めました。
　このほか能登半島地震で被災
した輪島市社協を支援するため、
職員２人を派遣し延べ13日間に
わたり業務支援にあたりました。

人材開発と懸案対応

① 会費収入 5,584
② 補助金収入 31,697
③ 受託金収入 68,810
④ 共同募金配分金収入 6,206

⑤ その他の収入 3,366
⑥ 拠点区分間繰入金収入 18,112
⑦ 前期繰越活動収支差額 18,410
合　計 152,185

（単位：千円）
① 人件費支出 99,945
② 事業費支出 6,311
③ 事務費支出  12,054

④ 助成金支出 4,903
⑤ その他の支出 2,717
⑥ 次期繰越活動増減差額 26,255
合　計 152,185

（単位：千円）
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---------------------------------------------------------------

【法人事務局】
○ 一般職（令和７年４月採用）　　　　若干名
　本会事務局等で、社会福祉事業の企画・実践、
相談対応及び広報・経理、施設管理等の一般
事務に従事していただきます。
　４年制大学卒業以上、新卒（卒後３年以内
を含む）、既卒いずれも応募可能です。

○ 臨時職員（地域福祉・相談担当）　　　１名
　主に生活相談来訪者の対応、支援に従事し
ていただきます。

【金津雲雀ケ丘寮】
○ 管理栄養士（正規職員）　　　　　　　１名
　主に施設利用者の栄養指導・健康管理及び
一般事務に従事していただきます（調理・食
材発注等の業務は外部事業者に委託していま
す）。この求人は、１年以上の実務経験のある
人が対象となります。短時間勤務を希望され
る方は、臨時職員として働くことも可能です
のでご相談ください。 

　このほか、介護職員（正規職員、臨時職員）
も募集しております。

事務職員・介護職員　募集のお知らせ

　処遇条件など詳細は、本会ホームページ又は金津雲雀ケ丘寮ホームページでご確認いただけま
す。新卒の方を除き、実務経験者・社会人の方は、公共職業安定所の紹介を受けてください。

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

18日㈬ 13：00〜16：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

09日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

21日㈪ 13：00〜16：00
会場：湯のまち公民館
　　　

28日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

９月 ９月 ９月

10月 10月 10月

インスタグラム フェイスブック X（旧ツイッター）

ホームページ

誰かに悩みを聞いてほしい

心配ごと相談
気軽に弁護士に相談できます

無料法律相談
素敵なお相手探しに

結 婚 相 談

ひとりで悩まないで、まずは相談してみよう

発  行
  社会福祉法人 あわら市社会福祉協議会 

〒919-0621　あ わ ら 市 市 姫 二 丁 目 31 番 6 号 
TEL  0776–73–2253　FAX  0776–73–4542

編集後記
　本当に暑い日が続きますね。今年の夏は 10
年に一度の酷暑だとか。暑いと心配なのは「熱
中症」ですが、重度の熱中症は脳の機能に障
害を残すこともある怖い病気です。こまめな
水分補給や、エアコンやカーテンなどを使っ
て暑さを避けることでリスクを減らすことがで
きます。何とか乗り切りましょう！

＼SNSで ＃あわらのふくし 発信中。フォロー・いいね！お願いします／

あわら市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

はるちゃん

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

※要予約（☎73-2253） ※要予約（☎73-2253）
※相談時間は一人20分です

---------------------------------------------------------------
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---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------
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